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団体名：切り絵クラブ
活動日 ：月２回 隔週火曜日 午前１０時００分から正午まで

場 所 ：音楽室

連絡先 ：若林加世子 ６６－３２８５

会 費 ：特になし

その他 ：おしゃべりをしながら、のんびりと作品を作っています。
このような作品を手がけています。

絵 画 （ 水 彩 ） 教 室
水彩画の基礎を学びながら、長瀞町文化展や公民館まつりへの出展を目指します。
この機会を逃すことなく、是非、ご参加ください。

期 日 ８月 ６日、８月２０日、 ８月２７日、 ９月 ３日、 ９月１０日
９月１７日、９月２４日、１０月 １日、１０月 ８日、１０月１５日 各木曜日

時 間 午前9時30分から午前11時30分まで
場 所 中央公民館 １階コミュニティ集会室
講 師 平沼 旻 先生
定 員 １０名
参加費 ５００円
その他 静物画・風景画の作成します。

水彩画の用具（絵具・筆・パレット・筆洗・布（ハンカチ程度）・スケッチブックＦ４版・鉛筆（Ｂ）・
消しゴム）をご持参ください。
新型コロナウイルスの感染状況により、日程が変更となる場合があります。



新 刊 図 書 の ご 案 内
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書 名 内 容 紹 介

水凪 紅美子

「くじらすくい」

（童話）

夕方になっても暑い、夏まつりの日、「ぼく」は、母さんや妹とわかれて、神社の参道の

奥の小さなテントの入り口をくぐります。そこで行われているのは「金魚すくい」かと思っ

たら、「くじらすくい」なのでした。水そうの前にすわった「ぼく」の「くじらすくい」がどう

なるのか、目をこらして読んでください。

※第35回日産童話と絵本のグランプリ童話大賞受賞作品

（寄贈：日産自動車株式会社）

松丘 コウ

「ぴのちゃんとさむさむねこ」

（絵本）

ぴのちゃんは、かえりみちに寒さでうずくまっているねこを見つけました。たき火で毛

皮がこげてしまったというのです。そこでぴのちゃんは自分の服をかしてあげようとし

ます。ページをめくるごとに、心も体もほっかほかになってくる、とても楽しい絵本です。

※第35回日産童話と絵本のグランプリ絵本大賞受賞作品

（寄贈：日産自動車株式会社）

伊坂 幸太郎

「逆ソクラテス」

敵は、先入観。世界をひっくり返せ！伊坂幸太郎史上、最高の読後感。デビュー20年目

の真っ向勝負！

無上の短編5編（書き下ろし3編含む）を収録。

〈収録作〉「逆ソクラテス」「スロウではない」「非オプテイマス」「アンスポーツマンライ

ク」「逆ワシントン」

今野 敏

「焦 眉」

強引なガサ入れ、情報の横取り、証拠捏造、不当な身柄拘束、明白な誤認逮捕……。特

捜検事の暴走を食い止めろ！自己評価が低く、上司の顔色を窺い、部下を気遣い、家族も

大切にする―。等身大の刑事の生き様を照らし出す人気シリーズ、最新作。

遠田 潤子

「銀花の蔵」

大阪万博に沸く日本。絵描きの父と料理上手の母と暮らしていた銀花は、父親の実家に

一家で移り住むことになる。そこは、座敷童が出るという言い伝えの残る由緒ある醤油

蔵の家だった。家族を襲う数々の苦難と一族の秘められた過去に対峙しながら少女は大

人になっていく――。圧倒的筆力で描き出す、感動の大河小説。

※2020年第１６３回「直木三十五賞」候補作

町田 そのこ

「５２ヘルツのクジラたち」

「わたしは、あなたの誰にも届かない52ヘルツの声を聴くよ」自分の人生を家族に搾

取されてきた女性・貴瑚と、母に虐待され「ムシ」と呼ばれていた少年。孤独ゆえ愛を欲

し、裏切られてきた彼らが出会う時、新たな魂の物語が生まれる。注目作家・町田そのこ

の初長編作品！

今村 翔吾

「じんかん」

戦国時代の三悪人の一人として名高い松永久秀。その生涯を、絶望的貧困から立ち上

がり、一国の城主として大成、さらに最後、織田信長に攻められ自害するまでを余さず描

く。今最も勢いのある若手歴史作家による、圧巻の戦国巨編！

※2020年第１６３回「直木三十五賞」候補作

図書室からのご案内
新型コロナウィルス感染防止のため、大変ご迷
惑をおかけしておりますが、図書の貸出しについ
ては、平常どおり（午前9時から午後8時）とな
っております。図書室での閲覧（勉強）は、人数・
時間等を制限しております。
また、他館との図書のリクエスト（相互利用）
については、現在も休止中ですので、ご理解をお
願いいたします。
新たに、熊谷図書館からの貸本コーナーを設け
ました。是非、ご利用ください。

施設使用申請書受付時間等変更のお知らせ

７月１日（水）から中央公民館、社会体育施設の申請書の

受付時間を通常通り（休館日を除く平日、土・日・祝日の午

前９時から午後９時まで）に戻します。

同時に、学校体育施設の貸出しを再開します。

７月１０日（金）から秩父郡市内在住者の利用を再開しま

す。当面の間は秩父郡市外からの利用受付をいたしません。

いずれの施設につきましても、利用時間や人数制限等を設

けています。詳しくは中央公民館へお問い合わせ、または町

HPにてご確認ください。
例）利用時間 ３時間以内（準備・片付けを含める）

人数制限 体育室 ５０人まで

２階会議室 ３０人まで

屋外グラウンド １００人まで等

※コロナウイルス感染拡大状況により、再開時期や制限内

容を変更する場合があります。

編 集 後 記
施設やお店に入る場合、マスク着用が求められていま

す。外出する際は、今一度マスクのチェックをお忘れなく！

皆さんからのお便りと健康が頼りです。


